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医療保険と介護保険における「厚生労働大臣の定め

る疾病等」の取り扱いについて 
 

平成２２年診療報酬改定で健康保険法の「厚生労働大臣の定める疾病等」で「ライソゾ

ーム病、副賢白質ジストロフィー、脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄

性多発神経炎」（以下５疾病）が拡大されましたが、介護保険法においては「厚生労働大臣

の定める疾病等」で５疾病が拡大されず、健康保険法と介護保険法で「厚生労働大臣の

定める疾病等」の対象疾病に相違があります。 

保険の取り扱いについては、介護保険が優先されますので、５疾病の対象者は介護保

険の給付が可能な場合は、介護保険を利用することになります。 

 

「厚生労働大臣の定める疾病等」（健康保険法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考法】（健康保険法第五十五条２） 

被保険者に係る療養の給付又は入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費、訪問看護療養

費、家族療養費若しくは家族訪問看護療養費の支給は、同一の疾病又は負傷について、介護保険法（平成九年法律第

百二十三号）の規定によりこれらに相当する給付を受けることができる場合には、行わない。 

送付 １ 枚（送付状含） 

医療保険適用 

介護保険優先 

（末期の悪性腫瘍、多発性硬化症、重症筋無力症、スモン、

筋萎縮性側索硬化症、脊髄小脳変性症、ハンチントン病、

進行性筋ジストロフィー症、パーキンソン病関連疾患（進

行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病

（ホーエン・ヤールの重症度分類がステージ３以上であっ

て生活機能障害度がⅡ度又はⅢ度のものに限る。））、多系

統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シ

ャイ・ドレーガー症候群。）、プリオン病、亜急性硬化性全

脳炎、後天性免疫不全症候群、頸髄損傷又は人工呼吸器を

使用している状態をいう。） 

ライソゾーム病、副賢白質ジストロフィー、脊髄性筋萎縮

症、球脊髄性筋萎縮症、慢性炎症性脱髄性多発神経炎 


